
【事務事業シート（政策的経費）】
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令和５年度　　事後評価シート

Ｋ  P  Ｉ

本事業による県関与成約額（年間）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 「すご味」・「すごモノ」販売支援事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

「すご味」・「すごモノ」データベース掲載事業者と県内外バイヤーとの多様な商談会や、

（一社）県観光物産協会と連携した営業活動により、県産品の更なる販路開拓・拡大を図る。

始期 H27

終期

R7年度 時点･期間 R8年度

現状値 11.6 億円

目標値 13.6 億円 目標値

R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間

R8

達成率 ％ 達成率 ％

億円 実績値 億円

達成率 102.94 ％ 達成率 ％

19.6 億円

実績値 14 億円 実績値 億円 実績値

15.6 億円 目標値 17.6 億円 目標値

千円

決算額 13,247 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 13,774 千円
最終現計予

算額

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

始期 H3

終期

Ｋ  P  Ｉ

ジェトロ愛媛貿易情報センターへの相談・セミナー受講・商談会等参加者及び支援を受けた企業数（のべ）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 ジェトロ愛媛貿易情報センター等運営費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

愛媛貿易情報センターの運営に要する費用等の一部を負担するほか、海外展開に

関する商流の助言・支援等を行うアドバイザーを設置する。

時点･期間 R8年度

現状値 597 社

目標値 603 社 目標値 603

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 社

達成率 81.09 ％ 達成率 ％ 達成率

社

実績値 489 社 実績値 社 実績値 社

社 目標値 603 社 目標値 603

千円

決算額 17,853 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 18,531 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

商談会及び個社支援等の参加者数は増えたものの、セミナー内容を輸出に係る取組みの深化を図るものとしたため、参加者数が15.8％減少することとなっ

た。また、貿易相談についても、既に取組みを開始している企業からのものが多く、新規事業者が少なかったことなどから件数は27.8%減少することとな

り、未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度の目標達成率が想定よりも低調であったことに加え、貿易相談件数が年々減少しているという現状を踏まえ

ると６年度も大幅な増加は見込まれないため、６年度の執行から、貿易相談について改めて県内企業に周知をする

ことで、対象の新規掘り起しを行い、成果の向上につなげる。

５

年

度
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4

始期 R1

終期 R8

Ｋ  P  Ｉ

「愛媛百貨店」売上額（年間）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 デジタル営業加速化事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

デジタルを活用した県内事業者のビジネス機会の創出、県産品の販路開拓等を推進するため、

EC特設サイト「愛媛百貨店」を軸に、愛媛ブランドの認知拡大や県産品の販売促進、販促に

特化した人材育成の支援などを行う。

時点･期間 R8年度

現状値 26.5 億円

目標値 29 億円 目標値 30

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 億円

達成率 91.38 ％ 達成率 ％ 達成率

億円

実績値 26.5 億円 実績値 億円 実績値 億円

億円 目標値 33 億円 目標値 36

千円

決算額 87,318 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 87,351 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

「ふるさと納税」の伸長及びコロナ禍での成長に伴う反動により、全国的なEC（物産）市場のダウントレンドが続く中、県内事業者の自走を目指して実施した愛媛百貨店運営

スキームの変更（事業者側での費用負担）による販促キャンペーン参画事業者の減少も一因となり、KPI目標は未達成（成果横這い）となった。一方、セミナー等を通じたデ

ジタル上の稼ぐ力の向上が図られた結果、楽天外部のECにおける成約額は大きく伸長するなど事業者の自走化に繋がっており、細施策KGIへは引き続き大きく貢献している。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

始期 R5

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

進捗しているビジネスモデル数（経過指標）※本来の成果指標：ベトナム地方政府との協定を活かした県関与成約額（令和７年度５千万円）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定を下回る成果となったものの、６年度からの新たな取り組み（「観光」「ふるさと納

税」との連携強化による成果拡大）によりKPI目標達成に向けた事業内容となっていると考えられることから、６

年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 ベトナム地域連携ビジネス共創支援事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

ベトナム・ベンチェ省政府や金融機関、県内経済界との連携により、県内企業のベトナムでの

ビジネスモデルの事業化支援や実証プロジェクトの形成等に取り組み、同国との経済交流を促

進する。

５

年

度

時点･期間 ー

現状値 14 件

目標値 13 件 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 件

達成率 123.08 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 16 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 件 目標値 ー

千円

決算額 9,794 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 9,851 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

終期延長（R5→R7）　R6目標値　0千円、R7目標値　50,000千円

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度は、事業化に向けた支援を実施し、６年度も事業化の見通しがある案件や具体的な連携協議が始まっている

案件のフォローアップをすることで、KPIは目標達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算

の見直しは想定していない。

５

年

度
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始期 R4

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

中国越境ECでの県関与成約額（年間）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 中国越境EC新市場販路開拓支援事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

中国ECサイトでの特設ページの設置およびプロモーション動画の活用により、県産品の認知

度向上や特設ページへの流入促進を図り、実需の創出につなげる。

時点･期間 ー

現状値 48.8 百万円

目標値 125 百万円 目標値 162.5

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 百万円

達成率 89.28 ％ 達成率 ％ 達成率

百万円

実績値 111.6 百万円 実績値 百万円 実績値 百万円

百万円 目標値 190 百万円 目標値 ー

千円

決算額 82,292 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 82,410 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

上半期は売上目標を達成するなど順調に売上げを伸ばしていたが、令和5年８月末のALPS処理水放出後は、中国人消費者の日本商品離れや中国政府の輸入規制等に加え、これ

まで情報発信や販売の一翼を担っていた中国人アフィリエイターが、日本製品紹介を自粛したことにより、9月から12月の売上げは目標額の８割を下回るなど、大きな影響を

受けた。特に、ダブルイレブンセールにより、年間で最も大きな売上げ額となる11月の売上げが落ち込んだ影響は大きく、最終的に約1,300万円の未達となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

始期 H25

終期 -

Ｋ  P  Ｉ

商談会・フェア等への参加事業者数（延数）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度は処理水問題等の外的要因による減少はあったものの、令和４年度対比で２倍以上の売上げを獲得してお

り、Tmall等に新たに特設ページを設け、中国人消費者に「面」的にアプローチするとともに、中国市場で主流と

なっているライブコマースの活用など、効果的に事業を推進できたと考えている。

令和６年度は、これまでの取組みで得られた消費者データ等も活用し、プロモーションの更なる高度化を図るとと

もに中国人消費者の動向を適切につかみ、新たに抖音でのライブコマースに取組むほかBtoCの商流を活用した

BtoB販売の拡大を図るなど、新たな販売手法に取り組むこととしている。

当初 事　項 営業戦略費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要
愛のくに　えひめ営業本部及び営業本部長の営業活動に係る経費

５

年

度

時点･期間 R8年度

現状値 7388 社

目標値 7400 社 目標値 7400

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 社

達成率 107.86 ％ 達成率 ％ 達成率

社

実績値 7982 社 実績値 社 実績値 社

社 目標値 7400 社 目標値 7400

千円

決算額 12,840 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 13,458 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

５

年

度



7

8

始期 R5

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

LED交換による電気量削減率

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 愛媛国際貿易センターLED照明導入事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

電気料金を削減するとともに、施設機能を向上させるため、施設照明をLED化す

る。

時点･期間 ー

現状値 100 %

目標値 70 % 目標値 ー

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 ー 時点･期間 ー

実績値 %

達成率 269.23 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 26 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 ー % 目標値 ー

千円

決算額 14,905 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 16,368 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

LED照明導入完了後の令和６年３年の会場の稼働面積１㎡あたりの電気使用量は、前年同月比で７割以上削減できており、大きな

効果があったと考えている。  （稼働面積１㎡の電気使用量）0.125kwh（R5.3）→　0.032/kwh（R6.3）※前年度対比：74％減

コ　ス　ト

始期 R5

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

経年劣化した自動火災報知設備の更新率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 　

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

当初 事　項 愛媛国際貿易センター自動火災報知設備更新事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要
自動火災報知設備の経年劣化に伴い、修繕工事を実施する。

５

年

度

時点･期間 ー

現状値 0 %

目標値 100 % 目標値 ー

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 ー 時点･期間 ー

実績値 %

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 100 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 ー % 目標値 ー

千円

決算額 110,220 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額
113,740 千円

最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

予算額内で施設内全ての自動火災報知設備の更新を完了した。これにより、更新推奨時期を超過し経年劣化による誤作動等も発生

していた状況が改善され、火災発生時のリスクが大きく軽減された。

コ　ス　ト

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５

年

度



9

10

始期 H25

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

シンガポール駐在員の現地活動件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 東アジア等活動拠点推進事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

シンガポール駐在職員による東アジア地域等における県内企業支援などを行うほか、既存商流

の商談時成約率の向上及び商社等との商談機会の増加に取り組む。

時点･期間 R8年度

現状値 330 件

目標値 360 件 目標値 360

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 件

達成率 102.50 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 369 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 360 件 目標値 360

千円

決算額 20,319 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 20,666 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

終期延長（R5→R7）

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

始期 H7

終期

Ｋ  P  Ｉ

松山港のコンテナ取扱数量

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 松山港定期貨物航路振興事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

松山港の振興に官民一体で取り組む松山港利用促進協議会に対して、負担金を支出して活動を

支援するとともに、同協議会が実施するインセンティブ事業に対して補助を行う。

５

年

度

時点･期間 R8年度

現状値 40913 TEU

目標値 50000 TEU 目標値 50000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 TEU

達成率 85.97 ％ 達成率 ％ 達成率

TEU

実績値 42987 TEU 実績値 TEU 実績値 TEU

TEU 目標値 50000 TEU 目標値 50000

千円

決算額 3,876 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 5,130 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

実施主体である松山港利用促進協議会を通じて、ポートセールスや荷主への補助事業など、各種施策を展開した結果、年々落ち込んでいたコン

テナ取扱数量の減少を食い止めることができたが、中国経済の減速や主要港への貨物シフトにより、輸出貨物量が伸び悩んだため、未達成と

なった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

松山港は、県管理港湾であるとともに愛媛ＦＡＺ構想の玄関であり、同港の定期貨物航路の安全運航及び航路維

持・拡充は、県の責務のため、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

５

年

度



11

12

始期 H10

終期

Ｋ  P  Ｉ

国際取引実施企業数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 海外経済交流推進事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

中国（遼寧省、大連市）、台湾、豪州等と引き続き経済交流等を行い、協力関係

の強化を図る。

時点･期間 R8年度

現状値 609 社

目標値 625 社 目標値 625

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 社

達成率 95.36 ％ 達成率 ％ 達成率

社

実績値 596 社 実績値 社 実績値 社

社 目標値 625 社 目標値 625

千円

決算額 3,309 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 4,243 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

当調査の回答数が約2.6%減となった中、国際取引実施企業数は約2.1%減にとどまっている。貿易を行っている企業400社のうち、『輸出・輸

入とも』を行っている企業数（156社→160社）や、エリア別、国・地域別での輸出取引状況の延べ企業数は微増しており、１社あたりの貿易

の多角化が進んでいる。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

始期 H27

終期 R8

Ｋ  P  Ｉ

本事業による県関与成約額（年間）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

県が実施する商談会やセミナー等の周知の強化や経済交流協定の周年事業の実施、愛媛フェアの開催等の取組みを

通じて、国際取引実施企業の拡大を図る。

当初 事　項 海外販路拡大支援事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

国内市場の縮小に対応し、海外における県産品の販路拡大を図るため、連携協定を締結した大

手小売業者等とのネットワークを活用した営業活動を展開する。

５

年

度

時点･期間 R8年度

現状値 73 百万円

目標値 88 百万円 目標値 106

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 百万円

達成率 146.59 ％ 達成率 ％ 達成率

百万円

実績値 129 百万円 実績値 百万円 実績値 百万円

百万円 目標値 127 百万円 目標値 150

千円

決算額 10,455 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 11,472 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は目標を大きく上回る実績だったが、国際情勢に影響されることから動向を注視しつつ、引き

続き県内事業者の取組みを支援していく。

５

年

度



13

14

始期 R3

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

愛媛県SDGs推進企業登録制度への登録企業数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 県内企業SDGｓ普及啓発事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

企業としてのSDGsに係る取組みの必要性を普及啓発するとともに、登録認証制度等を活用し

た企業活動の発信により、新規取引や売上げの増加、人材獲得機会の創出など、県内企業の経

済活動の活性化を図る。

時点･期間 ー

現状値 139 社

目標値 150 社 目標値 ー

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 ー 時点･期間 ー

実績値 社

達成率 120.67 ％ 達成率 ％ 達成率

社

実績値 181 社 実績値 社 実績値 社

社 目標値 ー 社 目標値 ー

千円

決算額 808 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 1,411 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

※終期延長（R5→R8）　R6目標値　220社、R7目標値　260社、R8目標値　300社

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

始期 H15

終期 -

Ｋ  P  Ｉ

アンテナショップ売上額

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

6年度以降は、登録企業等の取組みに関する情報発信を強化し、新規取引や売上げの増加、人材獲得機会の創出な

ど、県内企業の経済活動の活性化に繋げる。

当初 事　項 県外アンテナショップ運営事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

香川県と共同で設置した東京アンテナショップ「せとうち旬彩館」の維持管理等

に要する経費

５

年

度

時点･期間 R8年度

現状値 4.6 億円

目標値 5.4 億円 目標値 5.4

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 億円

達成率 94.44 ％ 達成率 ％ 達成率

億円

実績値 5.1 億円 実績値 億円 実績値 億円

億円 目標値 5.4 億円 目標値 5.4

千円

決算額 53,718 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 54,499 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

新型コロナウイルス感染症の５類移行後、物価上昇による影響、イベント開催による来店機会の創出等により、売上額は前年度比112％となったが、コロナ前の令和元年度対

比でみると約96％、来客数は令和元年度（過去最高水準）対比約89％（前年度比106％）となった。※R5は運営事業者交代により、レストラン・工芸品雑貨ショップのみ４

月１日～11日まで休業

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度の目標達成率は想定を下回ったものの前年度対比増に転じており回復傾向にあることから、引き続き、客単

価の高い宴会需要の掘り起こしや来店機会の創出等の取り組みを行い、更なる成果の向上につなげる。

５

年

度



15

16

始期 R3

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

米国等越境ECでの県関与成約額

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 米国等越境EC販路開拓支援事業費 予算主管課 産業政策課

事　業

概　要

EC市場で世界第2位のシェアを占める米国を主なターゲットとして、越境ECに取り組む県内事

業者を支援し、県産品の販路開拓につなげる。

時点･期間 ー

現状値 1463 万円

目標値 1280 万円 目標値 2080

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 ー

実績値 万円

達成率 206.56 ％ 達成率 ％ 達成率

万円

実績値 2644 万円 実績値 万円 実績値 万円

万円 目標値 ー 万円 目標値 ー

千円

決算額 5,688 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 5,911 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

始期 R5

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

愛媛さくらひめ酵母酒の売上

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

細施策KGIとの相関関係も高く、６年度も目標値以上の成果向上が見込まれることから、７年度はKPI目標値引上

げを図る。

当初 事　項 えひめ香る地酒プロモーション促進事業費 予算主管課 経営支援課

事　業

概　要

酒蔵のアフターコロナにおける需要拡大を後押しするため「愛媛さくらひめ酵母」から醸造し

た地酒の品質向上を図るとともに、国内外へのプロモーションを行うことで、愛媛の地酒全体

の認知を向上させ、酒蔵の経営強化を図る。

５

年

度

時点･期間 ー

現状値 0.2 億円

目標値 0.6 億円 目標値 1.3

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.1 時点･期間 R5年度 時点･期間 R5～6年度 時点･期間 R5～7年度

実績値 億円

達成率 121.67 ％ 達成率 ％ 達成率

億円

実績値 0.73 億円 実績値 億円 実績値 億円

億円 目標値 2.2 億円 目標値 ー

千円

決算額 17,771 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 17,789 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度はKPIを上回る実績となり、６年度以降も取り組みを継続することが効果的と考えることから、大きな見直

しは想定していないが、６年度は大阪・関西万博に向け、海外でも評価される酒を目指し、ストーリーやテロワー

ルに拘ったPRを行い、さらなる商品力の向上を図っていく。

５

年

度



17

始期 R5

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

展示会・フェアでの新商品等の売上額

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 農商工ビジネス競争力強化事業費 予算主管課 経営支援課

事　業

概　要

県産農林水産物を活用した加工食品産業等の競争力強化を図るため、地域資源を

活用した商品開発や販路開拓を支援する。

時点･期間 ー

現状値 2.9（R２年） 億円

目標値 3.5 億円 目標値 3.5

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.1 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

実績値 億円

達成率 - ％ 達成率 ％ 達成率

億円

実績値 R7.2頃判明 億円 実績値 億円 実績値 億円

億円 目標値 3.5 億円 目標値 ー

千円

決算額 15,907 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％
最終現計予

算額 16,690 千円
最終現計予

算額

千円 決算額 千円

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

コ　ス　ト

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

６年度以降もKPIは目標達成する見込みであること、KPIはKGIに直結する指標であり、KGI達成に大きく貢献する

事業であること、展示会及びフェア出展の事業者ニーズも高いことから、事業を維持していく。今後も、より高い

売上額確保を目指し、県内事業者の販路開拓を支援していきたい。

５

年

度


